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蓮

全
学
連
再
建
で
紛
糾
か

市
電
、
市

バ
ス
問

題
な
ど
課
題
に

秋
の
学
生
運動
は
、市
電
、市
バ
ス
料
金
値
上
反
対
運
勤
を
出
発
点
と
し
て
、動
き
出
し
た
が
、
試
験

期
を
前
に
そ
の動
き
は
いま
だ
足
並
が
揃
『て
い
な
い
。
民
膏
系
目
治
会は
既
に
「府
学
連
大
会
」
を
開

き
、
反
民
胃
系
自
治
会は
今
月
末
「全
学
連
再
建
」
を
め
ぐ
り
「府
学
連
大
会
」を
準
備
し
て
いる
。
京

都
の
学
生
運
勤
は
ま
だ混
迷
が
続
く
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

十
二月
全
学
連
再
鍵
を
控
え
た
今
秋
の

悌
二十
三回
京
都
府
学
連
大会
(蒲池

委
員
長
・同
大
)
は
、
来
る
九
月
三
十

日
、
十
月
「日
の
二
旦
聞
、
同
志
社
・

立
命
館
の両
大
学
に
お
い
て
開
かれ
る

ζ
とに
な
った
。
ま
ず
九
月
三
十
日
に

は
立
命
館
大
学
存
心
館
十
六
番
教
室
で

全
体
総
括
、
翌
十
月
「日
に
は
会
場
を

同
志
社
大
学
学
生
会
館
ホ
ー
ル
に
移
し

て、
情
勢
分
析
、
新
執
行
部
の
選
出
な

ど
が
予
定さ
れ
て
いる
。

今大
回
では
京
大
・同
芯
社
・府
立

医大
な
ど
の社
学
同
お
よ
び
マ
ル
学

同
中核
派
、
社
爵
同
解
放
派
な
ど
の

掲
げ
る
十
二月
全
学
連
再
建
の
課
題

に
対
し
、
大阪
府
学
連
、
兵
題
県
学

連
な
と
の
多
数
派
を占
め
る
民
学
同

に
近
い
立
命
館
大
学
一部
学
友
会
の

フ
ロ
ン
ト
(統
社
同
・構
改
派
)
が

ど
のよ
う
な
動
向
を
示
す
か
注
目
さ

れ
てお
り
、
こ
の
立
命
館
の
動
向
が

京
都
府
学
連
や
天阪
、
兵
庫
の
各
府

　

県
学
連
ひ
い
て
は
東
泉
都
学
連
へ
影

響
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

大
会
では
か
な
り
の
論
畿
を
呼
ぶ
も

の
と見
ら
れ
てい
る
。

ま
た
拡大
の
}途
を
たど
る
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
、
市尾
♂
市
バ
ス傾
上
げ
間
題
、

三
次
防問
題
、小
選
挙
区
制
問
題
な

ど
の
多
く
の
課
魑
に
対す
る秋
の府
学

連
統
一行
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
とし
て

は
、
九
月
申
旬
に
第
【波
が
予定
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
十
月
以
降は
社会
覚
、

総
評
系
の
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
行
動
に
日
程

を
台
わ
せ
、
十
一月
二
、
三
、
四
日
の

護
憲
運
勤
の
際
に
関
西
三
府県
学
連
統

一47動
が
も
た
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

一
覧

ト

北
白
川
の
閑

静
な
緑
に
か
こ

ま
れ
た
自
宅
を

訪
れ
た
。
大
隅

先
生
は
、
上
京

す
る
直
前
と
い

臨鰍
ー

ー

民
青
系

う
あわ
た
だ
し
い
と
き
を
ぬ
って
、
気
持
よ

く
会
っ
てく
だ
さ
っ些

〃世
界
文
学
全
集

"
な
ど
や
法
学
関
係
の
尊
門
書
が
ギ
ソ
シ
U7

と
並
んだ
書
架
、
仏
像
の
写
真
掛
図
㌧
彫
像

な
ど
が
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
て
い
る
応

韮
聞
で
約
一時
聞
、
先
生
に
い
ろ
い
ろ
晒
っ

て
も
った
。

ー
ま
ず
、
最
高
裁
判
事
に
な
って
の
抱
負

は
ー「あ
り
き
た
り
で
平
凡
だ
が
、
誠
愈
を
も
っ

て
務
め
を
果
し
てい
き
た
い
」

t
法
学
方
固
に
入
った
動
機
な
と
を
聞
か
せ

て
下さ
い
ー

「親
類
特
に
叔
父
など
の
影
響
も
あ
っ
て
法

学
部
へ入
った
.
法
学
部
は
一応
会
社
、
官

話
さ
れ
た
。
「昔
に
比
へ
て
今
の
学
生
気
質

は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
った
.
曹
は
学
生
一人
一

人
が
個
性
を
も
ち
、
非
常
な
勉
強
家
も
い
れ

ば
、
こ
れ
で
よ
く犬
学
へ
入
れ
た
も
の
だ
と

驚
か
せ
る
学
生
も
い
た
。
今
の
学
生
は
、
素

質
が
平
均
的
に
は
高
い
が
画
一化
さ
れ
た
面

も
あ
る
。
も
っと
も
更
行
力
に
は
富
ん
で
い

ー

漱
石
好
き
な
裁
判
官

最
高
毅
判
事

に
決
定
し
た

庁
な
ど
多
方
面
に
就
職
で
き
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
私
は
と
く
に
強
い
気
持
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
う
.
は
で
な
政
治
方
面
に
は
不
思
議

に
輿
味
が
わ
か
ず
、
む
し
ろ
経
済
学
な
ど
を

お
も
し
ろ
く
感
じ
た
。
大
学
時
代
、
学
部
長

か
ら
辱
攻
科
目
を
聞
か
れ
て
、
現
在
担
当
の

商
法
を
真
っ先
に
あ
げ
た
と
い
う
。
学
生時

代
を
想
い
出
す
よ
う
に
、
一語
一驕
静
か
に

る
」「法
学
関
係
以
外
で
感
銘
を
受
け
た
のは
激

石
の
道
徳
的
潔
癖
性
に
う
たれ
た
」
「ま
た

歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
と
く
に
古
代オ
リ
エ

ン
ト
や
甲
国
西
域
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
に
ひ

か
れ
る
。
γ楼
蘭
"
な
ど
お
も
しろ
く
、ま

た
、
当
時
の
資
料
な
ども
読
ん
だ
」

先
生
は
、
国
の
費
用
で
海
外
へ
行
き
たく

な
い
、
行
く
な
ら
自
費
で
と
定
年
退
官
後
、

退
職
金
で
世
界
を
ま
わ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
だ
が
…
…
と
苦
笑
さ
れ
る
。若
い

こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、ド
イ
ツ
な

ど
へ留
学
し
た
話
も
され
た
。よ
い経
験
に

な
り
、
と
く
に
語
学
に
好
影
響
を与
え
たと

い
う
。1
先
生
の
モ
ソ
ト
ーは
ー

「と
く
に
モ
ソ
ト
ー
とす
る
も
のは
な

い
が
、
孟
子
の
〃自
ら
省
り
みて
直
く

ん
は
千
万
人
と
い
えど
われ
行
か
ん
"

と
胎
膳
の
な
か
の
"誤ち
て改
め
ざ
る
.

を
誤
ち
と
い
う
"
が
好き
だ
」

実
直
な
感
じ
を
受
け
た。
先
生
の人

柄
が
に
じ
み
で
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
最

高
裁
判
事
の
認
証
式
を
数
日後
に
控
え
た
先

生
と
夫
人
の
人
の自
宅は
忙
し
そう
で
あ
っ

た
。
こ
の
家
は
取
り
払
わ
れ
、東
京
に
移
転

さ
れ
る
と
聞
く
。
閑
静な
夕方
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
え
た
。■躍
知県
出
【忌四
六
十
二才

一

想号
.
掴顯

盤鞭

磯講

.
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舞
難
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実
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義
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孤
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カ

ン
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全

集
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ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ト
ン

山内

友三

郎訳

五七
〇
円
.

鑑
理

許

㌦
平
繊

灘
跡籔

罷㎜

1価

断図
書目

讐
憩螺

斯堰

矯圷
○町誤

理

想

社

ー
シ
ョ
ン
の
強
化
)
の
不
徹
底
②
本
部
心こと
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
り
、
一執

員

.

費
不
当
使
用
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
が

芝
田
講
演
事
件
の
処
分
間
題
で
あ
ま
り
聯

注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
文
連
が
、
体
育

会
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
な
い
理

由
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
文
連
本
部
【

の
自
覚
の
問
題
、
単
な
る
サ
ー
ク
ル
一

員の
利
益
代
表
に
帰
着
し
が
ち
だ
っ
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
文
要
本

蛋
が
霧
処
糞

わ
れ
、
棄
ユ

活
動
が
十
分
で
き
な
か
っ
た
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
濡
動
の
自
己

意
識
の
過
剰
が
、
他
の
サ
ー
ク
ル
と
の

接
触
を
薄
く
さ
せ
て
い
た
こ
と
も事
実

だ
った
よ
う
で
あ
る
。
(青
山
学
院
人

学
新
聞
六
月
二
十
日
号
か
ら
)

猷

学

生

会

館

}

神

催

館

さ

る

相
互
の
不
信
鐙

本
資
の
塗

行部
の予
定
し
た
闘
争
養
会
馨
ま

同
学
会
秋
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

脚市
電
市
バ
ス
値
上
阻
止

一
万
人
集
会

同
学
会
は
、
先
月
二
十
二目
の中
央
執

府
学
連
大
会
を
開
く

一力
、民
青系
目治
会
も
十
目
、
十
一

日
の
両旦
第
二
十
一回
府
学
連大
会」

(家
野
委
員
畏
上
星
入)
を
開
催
)
同

学
会
も
こ
れ
に参
加
し
た
。
こ
の
大
会

の
詳
細
は
わ
か
らな
い
が
「市
質
、
市

バ
ス
値
上阻
止
」
「ベト
ナ
ム戦
争
反

対
な
ど
を
中
核
と
し
て
、
二+
日
総
計

行
委
員
会
で
、
市
電
市
バ
ス
値
上
げ
阻

止
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
支
援
、
七
十
周
年

記
年
事
業
紛
砕
、
学
生
の
勉
学
条
件
の

な
ど
の
「市
璽

市
バ
ス料
憲

上
阻
喝肇

の
四
習

を
掌

寺

.。秋
の
課

止
京
都
集
会
」
に
参
加
を
力針
と
し
て

採
択
す
る
様
子
であ
る
。ま
た
、
三
十

日
に
開
が
れ
る
肘
学連
大
会
に
対
し
て

第
二
の
府
学
速
と
し
て
、
こ
の
よ
つな

態
度
を
と
る
か
庄
目
さ
れ
る
。

一題
婁

定
し
覆

九
月
以
降
の
同
学
会
が
上
催
。参
加
す

る
活
劾
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
と
し
て
は
、

九
月
十
・十
一日
の
「府
学
連
」
第
二

十
一回
大
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
、
十
一日
の
第
二
回
京
都
登
山
祭

値
上
反
対
運
動
活
発
化

京
都
市
の
交
虚事
業
財
政
再
建
審
議
会

(藤
井
尚
会
畏)
では
、
広
る
六
日
、

井
上
京
都
市
長
に対
し
、
市
電
・市
バ

ス
料
金
改
定
(値上
げ
)
に
よ
り
単
年

度
収
支
の
均
衡を
早
急
に
図
る
よ
う
要

認
し
た
が
、
市長
は
これ
に
対
し
「今

月
中
に
料
金
改定
(値
上
げ
)
案
を
市

会
に
提
出
し
た
い」
と
語
った
。

こ
の
値
上
け
案
の改
定
幅
に
っ
い
て

は
、
ま
だ決
定
し
て
いな
い
が
、
単

年
度
収
支
の
赤字
額
が
四
十
年
度
末

で
十
四
億
円
に上
って
いる
た
め
、

市
鷺
・
市
バ
ス
と
も
十
円
値
上
げ

(市
電
十
五
円↓
二十
五
円
・市
バ

ズ
ニ
十
円
↓
三
十
円)
の可
能
性
が

強
い
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
社
会党
京
都
府
本
部

や
府
職
労
書
記
局
内
の生
活と
檸
利
を

守
る
共
闘
連
絡
会
な
ど
では
、
去
る
三

十
八
年
の
値
上
げ
の
際
の市
当
局
の
公

約
木
履
行
で
あ
る
だ
け
でな
く
、
ワ
ン

マ
ン
卑
運
行
・連
結
車
。停
留
所
廃
止

な
と
市
昆
と
労
働
者
を
犠
牲
に
す
る

「合
理
化
」
で
あ
る
と
の
理由
か
ら
、

値
上
げ
の
根
本
原
因
と
な
っ
て
いる
地

方
公
営
企
菓
法
躍
独
立
採算
制
撤
溌
の

要
求
を
か
か
げ
て
、
す
で
に市
内
で
署

名
な
ど
を
呼
び
か
け
て
盾
発
に値
上
げ

一一三

!
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曹冑曹二

す
で
に
本
紙
に
お
い
て
も
報
道
し
た
よ
う
に
、七
月

十
八
、
七
日
に
開
か
れ
た
都
学
連
第
十
六
回
定期
大
会

(反
民
肖
系
)
に
お
り
て
十
二
月
全
学
連
建
再
を決
定

し
た
。
これ
は
六
月
十
五
日
、
東
京
に
お
い
て
行な
わ

れ
た
都
学
蓮
よ
催
の
ま
保
六
・
一五
政
治
記
念
政治
集

会
に
お
いて
も
確
認
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
在
二
つ

あ
る
全
学
連
(革
命
的
共
産
‡
義
者
同
盟
・
革
命
的
マ

ル
ク
ス主
義
派
11
革
マ
ル
派
に
よ
る
全
学
連
と
「民
爵

系
自
拍会
に
よ
る
全
学

反
対
運
勤
を
行
な
っ
て
い
る
。な
お
、

二
十
日
に
は
「ベ
ト
ナ
ム
反
戦
、
市

電
、
市
バ
ス
料
金
値
ヒ
阻
止
全
京都
市

民
集
会
」
を
社
共
、
総
評
等
の
主
催
で

行
な
う
こ
と
が
予
足
さ
れ
て
い
る
。

願
土
曼
付
締
切

理
大
学
院
入
誠

き
たる
12
～
13
日
と
行
な
わ
れ
る
理
学

部
大
学
院
生
入
試
の
受
付
は
さ
る
8
月

31
日に
し
め
き
ら
れ
た
。
募
集
人
員
約

㎜
人
に対
し
応
募
者
数
は
姻
人
(3倍
)

であ
り
、
と
く
に数
・物
1
・物
∬
は

いず
れ
も
5
倍
と
いう
難
関
で
あ
る
。

発表
は
9月
22
日
の予
定
。

北
部
食
堂
改
築
着
工

生
協
の
北
部
食
堂
が
全
面
的
に
新築
さ

れ
、
今
ま
で
不
衛
生
な
感
じ
の
あ
っ
た

食
堂
の
面
目
を
一新
し
て
い
る
。
木造

で
あ
った
旧
建
築
は
全
く
破
壊
さ
れ
、

新
し
く
建
て
ら
れ
た
食
堂
は
、
縦
約
四

548

十
解
、
横
約
三
十
層
で
ク
リ
ー
ム
色
の

モタ
ン
な
も
の
。
イ
ス
、
机
な
ど
も
新

し
く
講
入
さ
れ
、
ま
た
調
理
室
も
衛
生

的
に
な
り
、
今
後
、
北
部
学
生
の
食
欲

を
そ
そ
る
で
あ
ろ
う
。
施
設
部
企
圃
課

万
円
で
九
月
末
完
成

の
話
に
よ
れ
ば
、七
月
十
日
契
約
、
二

十
日
頃
着
工
し
て
、九
月
申
旬
〕70成
す

る
も
の
で
、
建
設費
は
八四
五
力円
で

あ
る
。

典
(北比
良
登
山
)
、
二
十
目
に
は
法

経
第
一教
室
で
の集
会
の
後
、
市
電
市

バ
ス
腰上
げ
阻
止
等
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

す
る
全京
都
一万
人
集
会
へ
の
参
加
.

十
月
にな
る
と
二十
一日
に
予
定
さ
れ

て
い
る総
評
スト
支
援
の
た
め
月
末
ま

で
に
全京
大
で
の百
万
円
カ
ン
パ
を
推

進
、下
旬
には
京
都
掌
生
学
術
文
化
会

議
(略
称
京学
文
)
に
参
加
。
十
二
月

に
は
東
京
で
の全
国
学
生
集
会
、
京
都

教
育
大
で
の
全国
教
青
系
学
生
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
(略
称
全
教ゼ
ミ
)
に
参
加
する

事
等
で
あ
る
。

な
お
十
月
上
旬
には
同学
会代
議
員
大

会
開
催
、
十
一月
末
には
同学
会代
議

員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
いる
。
ま
た
十

一月
祭
の
テ
ー
マ
は
十
月
八
日
頃決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

わ
れ
、
九
月
一日
午
後
七
時
四
十
分
、

羽
田
着
の
日
軌
機
で
無
事
鼎
国
し
た
.

宮
地
君
の
行
方
不
明
に
つ
い
て
、
一

時
は
参
観
団
が
北
京
で
見
て
き
た
紅

衛
兵
の
動
き
な
ど
に
刺
激
さ
れ
て
、

再
び
中
共
へ密
出
国
を
企
て
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
推
測
ま
で

流
れ
た
が
、
笑
構
は
団
体
行
動
に
し

ば
ら
す
れ
に
二
、
三
日
香
港
に
滞

在
、
見
物
し
た
い
と
い
う
単
純
な
動

機
か
ら
と
の
ζ
と
で
あ
っ
た
。

㈱
定員増

二
学
科
新
設
で
八
十
人

大
学
志
願
看
急
増
のヤ
マ場
の
二年
目

を
迎
え
る
来
年
度
に
向け
、
文
部
省
は

『日
国
立
大
学
の拡
充
計
面
を
発
表
し

た
。
入
学
員
定
員増
は
、
す
べ
ての
大

学
を
含
め
て
四午
二
百
四
十五
人
で
理

工
系
七
、
人
文
社
会
系
三
の割
合
と
な

う
て
お
ち
こ
ζ
数
年
の
理工
系
置
視
の

姿
勢
は
か
わ
っ
て
い
な
い。
さ
ら
に
新

へ

し
く
十
一の
大
学
に
大学
院
が設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
京天
関
係

で
は
、
歯
学
部
新
設
が
注百
さ
れ
て
い

た
が
、
結
局
、
九
大
の
新
設
が決
定
し

歯
¥
部
新
設
に
は
い
た
ら
なか
う
た
.

新
設
学
科
で
は
、
理
学
灘
の
生
物物
理

学
(定
員
四
十
人
)
ど
、
農
学
部
の食

品
工
学
(定
員
四
十
人
)
と
八
十
人
の

定
員
増
加
を
見
た
の
み
で
あ
っ
た
。

定
員
増
の
内
訳
は
新
設
学
耶
二
で
八

十
人
、
新
設
掌
科
四
十
学
科
で千
四

百
三十
五
人
改
組
さ
れ
た
学
科
二
十

一学
科
で
七
百
五
十
九
人
、
増
募
七

百
±
父
と
な
って
い
る
。
し
か
軸

連
)
に対
し
、
都
学
連

の
態度
を
明
ら
か
に
す

る
と
とも
に
十
二
月
全

学
連
再
建
の
力
向
を
明

きら
か
にし
て
い
た
。

再
建
のB
程
に
よ
っ

た
全学
浬は
一般
に
反

帝
全
学
連
と
し
て

た
。
(名
大
新
聞
七
月
二
十
八
日
号
)

一力
革
マ
ル派
系
全
学
連
は
金
学
連
第
十
七
回
大
会

に
お
い
て
定式
化
さ
れ
た
反
帝
国
主
義
反
ス
タ
ー
リ
ン

†
義
の
学
生
還助
と
し
て登
場
、
以
後
華
共
同
、
中
核

派
と
の
分
裂と
いう
事
態
を
経
過
す
る
中
で
、
早
大
を

中
心
と
す
る反
民
脊
系
臼
治
会
を
連
合
し
た
少
数
派
全

期
と
転
換
と
を
迎
え
る
こ
と
は
自
明
な
こ
と
で
ある
。

瓠
掌
連
大
会
の
後
、
東
京
都
学
遮
、
京
都
府学
連

(反
民
胃
系
)
ま
催
に
よ
る
地
方
掌
連
、
各
自
治会
代

表
者
会
議
が
行
な
わ
れ
、
全
学
運
再
建
準
備
実
行委
が

結
成
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
全
学
連
再
建
の
組
織
方

針
が
決
定
さ
れ
、
更
に
全
掌
連
再
建
準
備
委
員
会
結成

学
運
と
し
て
そ
の正
統
性
を
主
張
し
続
け
、
七
月
行
な
ー
大
会
の
日
程
を
決
め
た
.

わ
れ
た
全
学連
大
会
では
、
反
戦
闘
争
、
小
選
挙
区
法

安
保
闘
争
以
来
分
裂
・混
迷
を
続
け
て
き
て
い
る
目

團
再
鰹
網

「日
本
帝国
主
義
の海
外
侵
略
と
彊
椛
的
国
内
抑
凡
お

よ
び
生
活
と梼
利
の破
壊
に
対
し
て
、
本
格
的
に
対
決

す
る
戦
闘
的
学牛
運
勤
の
全
国
的
確
立
し
て
、
単
な
b

組
織
形
態
でな
く
、運
動
実
体
を
も
つ
も
の
と
し
て
」

再
建
さ
れ
ね
ばな
ら
な
い
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

民
習
呉
全
学連
は
、
「七
中
委
路
線
民
主
勢
力
の

翼
」
の
政
治組
繊
路
線
を
徹
底
化
し
て
き
て
お
り
、
七

月
行
な
わ
れ
た
全学
連
大
会
に
お
い
て
は
、
百
六
十
四

自
治
会
が
参
加
、
全
学連
の四
つの
課
題
を
再
確
認
し

、

識

聾
繧

麟
}議
講
門箒
懸
謄
滞
一醐麟
灘

闘
争
、
教
育
闘
争
な
ど
の
新
た
な
拝
務
力
針
を
確定
し

た
。
(皐
大
新
聞
七
月
二
十
【日月
)

こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
全
学
連
大
会
を
名
のる
二

つ
の大
会
が
持
た
れ
、
新
た
に
全
学
連
再
建
が
語ら
躰

る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
学
連
が
、
自
己
の
運
動
を
展

開
す
る
中
に
お
い
て
の
み
具
の
日
本
学
生遼
動
の伝
統

を
受
け
っ
ぐ
全
学
連
運
動
の
検
証
の
場
が
与
え
ら
れる

の
で
あ
り
、
現
実
に
三
つ
の
全
学
連
が存
在
し
たと
し

ても
、
檎
勢
の
推
移
に
よ
っ
て
次
の
全
学蓮
再
編
の時

調難
購騨繭

蜘
盤
製
難

薩
騨購
醗
曇

・鎚
6酬

..』

}:

一一

衆
組
織
と
し
て
の
全
学
連
と
す
ぐ
れ
た統
一指
導
部
の

登
場
と
を
要
舗
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
日
斡
条約
批准
闘

争
、
早
大
。横
国
大
闘
争
、
そ
し
て横
須
賀
原
潜
寄
港

阻
止
闘
争
な
と
一連
の
問
題
に
対
し
て
学
生
運動
そ
の

も
の
が
示
し
て
来
た
運
動
の
内
的
転
換
は
、
今
後
の学

嵐
運
勤
の
力
向
を
示
唆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
力
向
1
「日
韓
闘
争
と
早
稲
田
大
学
闘
争

を
筆
頭
と
す
る
請
学
園
闘
華
の
全
国
的
激
発
は
、
全
国

的
な
闘
い
の
理
愈
の
確

立
と
そ
の
方
向
お
よ
び

る
鉾

都
学
連
(三
派
系
)
を
中
心
に
十
二
月
に

本
の
掌
生
運
勘
が
、
こ
の
十
二月
全
学
遼
再
建
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
三
つ
の
潮
流
に
固
足
化
す
る
こと
は
ま
ち
が
い

な
く
、
さ
ら
に
こ
の
固
足
化
状
況
が
流動
化
する
で
あ

ろ
う
こと
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
予
測さ
れ
る
わ
け
で

あ
り
、
高
々
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
全
学連
の射
程
距
離

を
七
十
年
安
裸
闘
争
に
向
け
て
討
副
し
得
た
と
し
て

も
、
三
年
間
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
六
十
年代
後半
か
ら
七
十年
安
保
甫
改

訂
に
い
た
る
日
本
の
学
牛
理
動
は
、
還動
の全
国
的
大

権
力
に
鋭
く
肉
迫
す
る

運
朗
体
の
早
急
な
確
立

を
任
務
と
す
る
と
同
時

に
、
諸
学
園
闘
争
と
政

治
闘
争
の
結
合
お
よ
び

そ
の
政
治
闘
争
の
意

義
、
牲
格
の
正
し
い
位

置
つ
けを
通
し
て
、支
配
首
階
級
に
対
す
る
永
続
的
闘

い
の
拠
点
の
建
設お
よ
ひ
そ
の中
か
ら
≠
生
運
朗
の
独

自
的
展
開
と
同
時
に労
働
脅階
級
と
の
統
一戦
線
11
膏

学
共
闘
の
確
立等
を
鋭
く
提
起
」す
る
と
こ
ろ
の
も
の

を
集
約
勺
る
と
こ
ろ
の全
掌
連
の再
建
が
志
向
さ
れ
て

い
た
し
、
早
晩
そ
の実
塊
が約
束
さ
れ
る
証
本
的
条
件

は
十
分
に
備
わ
っ
て
いる
の
こあ
る
。

(二
面
の関
連
記
獅
参
照
)

歯
学
部
設
置
さ
れ
ず

'
し
、
来
年
の
浪
人
推
定
数
は
三
十
八

万
二
千
人
程
辱
ζさ
れ
て
お
り
、
ま

た
四
十
二
年
度
の
入
学
定
員
は
畳
大

限
国
立
天
学
で
増
員壱
見
こ
ん
で
も

六
万
四
千
人
、
ま
た
公
立
、
私
立

大
、
短
大
で
約
二
万
人
の
増
募
と
見

て
十
四
万
六
千
人
程
展
と
い
わ
れ
て

お
り
、
入
学
競
争
躍
は
五
副
以
下
に

な
り
子
ろ
で
あ
る
。

近
畿
国
大
体
育
大
会

肱
七
種

目

に
優

勝

近
畿
十
二国
立
大
学
を
集
め
て
第
四
回

近
畿
地
区国
立
大
学
体
育
大
会
(略
称

近
体
)は
三
日よ
り
六
日
ま
で
当
番
校

の
和
歌
山天
を
中
心
と
し
て
開
か
れ
た

。
こ
の大
会
で
は
京
大
が
ヒ
倒
的
な
強

み
を
示
し
、十
一種
目
中
七
種
目
に
優

勝
し
た
.内
分
を
み
る
と
、
柔
遵
・剣

遭
.翠
球
.硬
式
譲

.陵
上
.バ
ス

ケ
ソ
ト
・
サ
ソ
カ
う
の各
種
目
で
優
勝

、
準
硬
式
野
球
・硬
式
庭
球
男
子
で
二

位
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
夏
休
み
甲
で
の
各
ク
ラブ
の対

抗
試
合
を
振
り
帰
っ
て
み
る
と
、
八
日

二
十
八
日
ボ
ー
ト
の
全
日
本
掌
生
選手

椎
エ
イ
ト
決
勝
が
戸
田
コ
;
ス
で
行な

わ
れ
、
早
稲
田
、
慶
応
、
同
志
社
に
っ

い
で
京
大
は
四
位
に
な
っ
た
他
、
三
十

一日
の
関
西
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
椎
の
ジ

ュニ
ア
十
一人
の
り
で
京
大
の
山
本
桂

一嗣
掌

は
五
分
圭

秒
二
で
し
て
い

一
る
。

宮

地

君

無

事

帰

国

三
日
間
の
番
港
見
物
?

去
る
八
月
二十
七
日
、
第
二
次
訪
中
学

生
友
欝
参
槻
団
の
一人
と
し
て
中
国
各

地
を
参
観
し
、
帰
楡蕃
港
で
買
物
中
に

行
方
不
明
と
な
った
た
め
心
配
さ
れ
て

い
た本
学
教
青
学
部
三回
生
の
冨
地
正

美
君
(二
十
二歳
)
は
、
三
日
後
の
八

月
三
+
日
劣
、
日
本
総
警

館
に
現

一正
・西
門
に
教
養
部
案
内
図

教
養
部
正
面
入
口
の左
側
と
、
西
門
入

ロ
の
ニ
カ
所
に教
養
部
案
内
図
が
で
き

た
。
今
ま
でど
こ
に何
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
か
っ
た学
生や
訪
間
者
も
こ
れ
で

便
利
に
な
る
と
いう
も
の。
教
養
部
事

務
局
の
話
に
よ
れ
ば
、
資
材
は
あ
り
合

せ
の
も
の
を
便
用
し
、
塗
装
費
用
は
【

万
三
千
円
か
か
った
も
の
で
あ
る
。
京

大
も
こ
う
大
き
く
な
って
は
迷
子
も
で

よ
う
と
い
う
も
の
。

募
集
出
願
締
切

摩
生
課
学
資
掛ま
で

雛
鶴
漏
編
分鰻
遜

務
至

二
十
六
日ま
で

生
協
書
題
邸

Φ
「魯
迅
作晶
集
2
」

同
免
除
手
続
受
付

日
本
育
英
会
奨
学
金交
付

厚
生課
学

筑
書
凶
自
②
サ
ル
ト
ル
讐
「反
戦
の原

資
掛
ま
で

一理
」
弘
文
堂
③
フ
ッ
ク
ス
蕾
「風
俗
の

十
六
日
(金
)
井
上
青
英
会
貸
費
生
}歴
史
2
」
光
文
堂
④
安
藤
良
雄
茜
「昭

和
経
済
父
への
証
言
」
毎
日
新
聞
祉
⑤

「世
界
の名
蕾
49
・フ
ロ
イ
ト
」
中
央

公論
社

ナ
カ
ニシ
ヤ
書
店

①
宮
地
伝
三
郎
藤

「猿
の謡
」岩
波
書
店
②
小
泉
悟
三
響

「海
躍
主
計
大
尉
小
泉
帽
吉
」
文
芸
響

秋
社
③
「吉
川
英
治
全
集
26
・三
国
志

1
」
講
談
社
④
高
坂
正
発
著
「国
際
政

治
」中
央
公
論
社
⑤
歴
史
学
研
究
会
編

「日
本
史
年
表
」
岩
波
書
店

.

昭
和
41
年
度

各
学
部
就
職
状
況

轟
灘鑛

の
話
では
経済
界
の
不
況
に
も
か
か
わ

ら
ず
、例
年
並
みあ
る
い
は
そ
れ
を
上

回
る
見
込
み
で九
月
初
旬
現
在
、は
や

九
十
数
%
の
内
定者
が出
て
いる
と
の

こ
と
で
、
修
士
課
程
進
学
試
験
後
に

は
、
さ
ら
に
就
職
決
定
者
が
増
え
る
見

込
み
で
あ
る
。轟
灘
澱

と
N
H
K
・学
習
研
究
社
・人
物
住
来

社
等
に
三
名
つ
つ
程
度
で
そ
の
他
新
聞

社
関
係
に
決
って
い
る
者
か
目
立
っ
。

法学部

今
年
展
法
学
部
の
就
職
状

況
は
か
な
0
好
調
な
よ
う
で

あ
る
。
法
掌
部
事
務
至
の
話

に
よ
れ
ば
、
就
職
内
定
は
重

複
も
含
め
て
約
二百
人
で
あ
る
が
、
く

わし
い正
確
な赦
は
早
く
て
今
月
下
旬

であ
る
。
ま
た
、官
庁
への
就
職
決
定

は
ま
だな
の
で
、確
定
的
数
字
は
ま
だ

出な
い
と
の
こ
と。

神
戸
大
学
に
新
設
さ
れ
た
掌
生
会
館
の

開
館
式
が
六
月
二
十
九
日
に
行
な
わ
れ

た
。
午
前
に
は
大
学
関
係
者
が
式
を
行

な
い
、
午
後
に
は
学
生
に
よ
る
式
が
行

な
わ
れ
た
.
こ
の
学
餌
匹
入
館
す
る
予

定
の各
団
連
の
部
屋
割
り
も
当
日
行
な

わ
れ
、
四
階
に
は
、
応
援
団
、
学
生
学

会
、
生
協
組
織
部
、
大
学
祭
実
行
委
員

会
、
展
望
発
行
委
員
会
、
立
課
器
サ
ー

ク
ル
速
合
、
体
育
会
、
ア
ル
バ
ム
委
員

会
、
神
大
寮
連
、
新
聞
会
の
十
団
体
、

五
階
に
自
治
会
中
執
、
文
総
の
二
団
体

が
入
室
す
る
こ
と
に
な
って
お
り
、
ま

だ
決
ま
ら
な
い
団
体
は
、
学
館
還
筥
委

員
会
(団
連
の
代
表
者
で
構
成
)
で
受

け
つけ
てお
り
後
日
決
定
す
る
も
よ
う

であ
る
.
し
か
し
ま
だ
使
用
規
約
が
決

定
さ
れ
て
いず
、
九
月
一杯
に
は
規
約

が
成
文
化さ
れ
る
と
のこ
と
で
あ
る
。

(神
戸大
新
聞
七
月
十
一日
号
か
ら
)

大

生

協

委

員

塵

会

聞

か

る

第
三
回
生
協委
員会
が七
月
一日
に
行

な
わ
れ
た
.
ζ
の総
代
会
では
二回
に

わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
生協
に関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結果
が報
告
さ
れ
た

が
こ
れ
に
よ
る
と
①
生
協は
安
いと
感

じ
る
者
が
少
准
い
②
生協
利
用は
書
箱

部
利
用
が
大
部
分
で
あ
る
③
営
業時
間

を
四
時
半
か
ら
五
時
に
し
て
ほ
し
いな

ど
と
い
う
結
果
か
で
た
.
こ
の報
告
の

あ
と
に
当
面
の
盾
動
方
針と
し
て食
堂

問
題
が
討
議
さ
れ
た
が
、
現
在
の食
堂

問
題
は
大
衆
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

では
討
議
が
進
展
せ
ず
次
回
に
持
ち
こ

「

(三田
新
聞
七
月
六
日
号
か

さ
れ

た
.

ら
)

2
9三
+
日
未
明
、

〃哲
学
の
道
"
で
知

ら
れ
た
銀
閣
寺
疏
水

で
一警
官
が
射
殺
さ

れ
て
いた
事
件
は
、

.
た
か
だ
か
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
成法
化
に
一

よ
って
定
着
さ
せ
ら
れ
、
情
報
に対
し

て維
持
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
良
市

民
的
モ
ラ
ル
の
限
界
を
思
い
知
っ
た
次

第
で
あ
る
▼
い
ち
早
く
ピ
ス
ト
ル
が発

見
さ
れ
た
の
に
、
茨
木
あ
た
り
か
ら
頁

犯
人
の
名
乗
り
を
あ
げ
た
り
、
バ
ー
の

女
の子
あ
た
り
に
「ほ
ら
、
こ
こ
に
ピ

スト
ル
が
」
な
ん
ぞ
と
気
ど
っ
て
み
せ

た蛭
も
、
狂
気
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
の

関
係
へひ
っぱ
が
し
て
み
せ
る
厳
然
と

し
たゼ
ス
ト
ル
と
い
う
凶
器
11
突
出
物

へ
のは
か
な
い
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

一かも
し
れ
ぬ
。

当
初行
方
不
明
のピ
ス
ト
ル
を
め
ぐ
っ

て
京都
市
民
を
震
え
上
が
ら
せ
た
.
と

こ
ろ
で翌
日
ピ
スト
ル
は
無
事
発
見
さ

れ
市
民は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
が
も
ち

ろ
ん
アメ
リ
カ
の元
海
兵
隊
員
大
学
生

に
よる
ラ
イ
フ
ル
乱
射
事
件
等
の
一連

の
〃狂気
の季
節
"を
感
じ
さ
せ
る
銃

乱
射
事件
のイ
メ
ージ
が
こ
の
意
識
に

強
く
結
び
つ
い
て
いた
▼
ピ
ス
ト
ル
と

い
う
兇
器
11物
体
に
拡
大
し
き
った
瞳

孔
が
吸
い
つけ
ら
れ
てい
た
の
だ
った

と
気
が
つ
い
た
のは
、
ピ
スト
ル
発
見

後
の
毎
日
。
朝日
新
聞
間
で
張
い合
い

始
め
た
下
山事
件
以
来
の宿
命
の自
殺

・他
殺
対
決
の
推理
小
説
的
興
味
に
も

か
か
わ
らず
、殺
す
11
殺
さ
れ
る
と
い

ノ

う
行
為
そ
のも
の
の印
象
が
相
対
的
に

ア
ノ
ケ
ラ
カ
ンと
し
たも
ので
し
が
な

く
な
っ
てし
ま
っ
たか
ら
だ
▼
漠
然
と

し
た
〃狂気
の時
代
"
のイ
メ
ー
ジ
は

振
り
ま
わさ
れ
る
ビ
ス
外
ル
が
不
特
定

個
人
の
手
に托
さ
れ
た
瞬
間
、
殺
す
11

殺
さ
れ
る
の関
係
と
し
て突
如
"私
"

自
身
と
の
現実
関
係
に
入
る
。
す
で
に

殺
さ
れ
たも
のは

"私
"
の関
係
し

な
い
摺
報
で
レ
かな
い
.
ベト
ナ
ム

戦
争
も
情
報
と
し
て
は
常
に
影
し
い

"殺
さ
れ
た
"
死
体
で
し
か
な
い。

▼
こ
の
種
の
こ
と
に
察
し
が
い
いの

は
常
に
椎
力
者
であ
る
。
殺
す
11殺
さ

繍%
講
師雑
離
録
蜷

ヨ
ロ

ミ

■学
園
短
信
璽

霧

一

甲
曽一
一二二「一日一一置

一
一

戦

丈

連

本

部

舳

員

総

辞

職

六
月
二
日
に
行
な
わ
れ文
遮
総
会
で
、

文
連
役
員
九人
が総
辞
職
を
表
明
し
、

ζ
れ
を
認
めら
れ
た
。
総
辞
職
の理
由

と
し
て
は
①
活動
理
念
(コミ
ュ
ニケ

藤
田
五
郎
著
藤

田

ド

イ
ツ
語

入

門

,6週籍

霧

桜井 和市 著

奔ドイツ広文典
征3蟹 礪露 汐

ド
イ
ツ
猛

日

常

会

話

森
川

ド

ィ

ッ
五

入

初
歩
か
ら
の

教

養

聯壕
騒
鞠

殉

〒
描

替
5
振

15

篠
田
俊
蔵
・家
島光
一郎
・田
島
宏
共
著

基
礎
フ
ラ
ン
ス
語
講
座

フ
ラ

ン
ス
文

法

入
門

英
語
か
ら
フ
ラ

ン
ス
語
へ

羅 圭
泰 瀦一大学1年
級 ド

 

川
本
茂
雄

箋
ハO
〒
55

房

大学1年生
扱 ドイ
秋の増頁号雛 跨誘

第 三 書

 

初
朋誘

著
フ
ラ
ン
ス
語
の
基
礎
B6
判
二
八
〇
頁

¥
五

由槻

 

璽
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●最新刊新興出版社

ヂ

共
産
主
義
者
の
責
任
　

野
田
弥
三
郎
箸
/
四
六
判
/
美

装
/
価
8
5
0
円
'
踏

革
命
思
想
の
卑
俗
化
、
独
断
主
義
と
権
威
主
義
、
党

/り

の
私
物
化
と
愚
民
化
↓
官
僚
主
義
が
生
み
出
し
た
町

姥

魏
鷺

鷹
銃

慶
製

騨
韻
疑
彩

臨

継
鍵
諜
盤

申
共
の
近
代
花
と文
伯
革
命
蔵
展
選
魍　

嵐
の
ご
と
く
吹
き
荒
れ
てい
る
整
風
の
本質
と憲
図
する
も
の
は
何
か
京

㌧

由
自田社150円10朋

海
洋
国
日
本
の
ア
ジ
ア
政
策
…
…
林

流
動
す
る
日
米
の
将
来

入

住
宅
政
策
と
自
由
放
任
の
終
焉
…
力
石江

定 通三
一雅 郎

覗/振替東

自
由
の
原
則

 
自
由
な
社
会秩
序
の
た
め
の
条
件
は何
か

〈特
別
寄
稿
〉

F
・ハ
イ
エ
ク

ケ
ネ
テ
ィ
の
実
験
…

A
土
ツ
ィ
オ
⊥

鴫

実
体
喪
失
の
旅
〈
ア
メ
劣
横
断
〉
東
野
芳
明

駆 麻布新竜土町1

サ
〃
卜
告

世
界
墾
柳舗
霧

撒

 サルト
ル来
日
を
機
に
神
話の
な
か
の
彼
の
文
学
と哲
学
を
語
り
合
う

わが国唯一のマルクス・レーニン主義経済熔

経 漁 £旱,
漿
翼
代
修
正
主
義
・教
条
主
義
批
判

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
と
自
主
独
立
の
道
橋
本
貢

ー

論
の
ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ
小
菅
昭
一

」半
和
的
日
本
独
占
責
本
」論
の
あ
ゆ
み

難波
.一郎

解
体
夏
7人
会
権

-法
懇
鵬
1

渡
辺洋
一『

あ
が
た
り
◇
財

界
罰莫
の
院
」
(ロ
)
火
野
睦

石
炭
答
申
と
炭
鉱の
新
し
い
「台
環化
」
…
・

鉄
朔
東
西
二
社
大
台同
騰
の
が
め
つ
さ

2
上
最
懇
の
本
年
度
一羅
済
自
書
』
・

対
米
態
属
下
の
置
電機
工業

原
罪
彦

板
茜
郎

山
楓
9郎

小
等
墜

経
済
学
ゼ
、矛

ル◇
僅

握

覆

理
論

荒
井
昊

や
さ
し
い
経
募
析◇
里

A
め
物

価
㊧

謬

晃
ぱぽ　ザ

◇難 不 二 越 独占分析研究会

萎至萱爵砦更撃新日本出版社

7エ リックス・モロウ/山 内明訳1200円
革命的マルクス主場の立揚から1936～37
年におけるスペインの全政冶過程を綿密
に分析し、7月19日の革命とバルセロナ
の5月事件を二つの焦点とする体制と反
体制のダイナミクスを生き生きと描いた
ス著を初めて完訳する。巻宋に革命への
前史を扱った『スペインの内戦』を付載

G・オゥェル/鈴木・山内訳600円

力タロニア讃歌
社会主義の小宇宙をもとめて民衆ととも
に戦ったオウエルが作家の鋭い眼でとら
えたスペイン革命ドキュメント〈4版〉

トロツキー選集⑧/肩水幾太郎訳700円

ス ペ イ ン革 命 と人 民 戦 線
■1930年代スペインの鋭い分析〈2版〉

現代思湾嚇 暮琴妾景号魏弓1罐

 

占く嘉
剛
渚
甲
作
旨
m億
累

〈
増
禰
版
>
58
0
円

映
像
喜
術
の
第
一人
看
が
シ
ナ
リ
オ
、
TV
ド

ラ
マ
、
ドキ
ュ
メン
タ
リ
ー
な
ど
主
要
年品
を

㎜

網
羅
し
苦闘
の足
跡
を
明
確
な
方
決
意
識で
聡

括
し
た
解
説
を
付す
.
収
録
作
品
闘
愛
と希
望

●

の
街
/
青
春
残酷
物
語
/
太
陽
の
鼠現
/
日
本

の
夜
と
霧
/
深海
魚
群
/
青
春
の
深
碧淵
よ
り

叫
び
/
忘
れ
られ
た
皇
耳/
ユ
ン
ボギ
の日
記

燈谷 雄高<5版>500円

虚 空
未完の長摺 「死霊」への断章と
もいうべき短篇小説5篇を集大
成した作品集■解説漏吉本隆明
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♂̀、♂

簿

牌

薫

糠灘鶴灘
、

篭

1
「プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ート
は
こ
れ
ま

で
の貰
一葎

の

解体
を
鑑
言
す
る

が
、
それ
は
自
分

自
身
の存
在
の秘

密
を
表
明し
て
い

る
も
の
にす
ぎ
な

い
。
け
だし
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト

は
、
こ
の世
界
の

事
契
上
の
解体
で

あ
る
か
ら
だ。
」

(マ
ル
ク
ス
・
へ

ー
ゲ
ル
法
哲
学
批

判
序
脱
)
ー

「我

」々
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
「書
評
」
な
どと
は
、
と
気
色

ば
む
入

に々
対
し
て
「君
達
」は

、
「私
」
と
い
う
言
莱
も
ロ
ク
に

使
え
な
い
の
だ
し
、
「君
達
」
が

「我

」々
と
い
う
時
に
は
、
一

「罠

」
の
内
郷
に
と
じ
こも
っ

て
いる
に
ず
ぎ
准
い
.
こ
の論
文

集
は
「君
違
」
に
対
す
る
弔辞
な

のだ
、と
いい
返
し
て
お
い
て
、

「我
々
」と
い
う
言
葉
を
使
う
.

われ
わ
れ
の
理
論
と
思
想
は
、

スタ
ージ
ン
主
義
に
対
し
て
は

「誓
典
主
覇
」

と
し
て
あら
りれ

た
も
のだ
った
ろ

う.
現
在
その
反

動
期
は
代

木々
共

産
覚
の教
粂
主
嚢

を
越
え
る
こと
の

な
い
か
たち
で
、

終
ろう
とし
てい

る
.
こ
の蒔
期
を

乗
り
越
え
るこ
と

が
出
来
る
のは

「新
古
典
主競
」

の内
在
的な
再
検

射
だ
け
であ
る
、

と
い
う
観
憲
瀕

が
、
いま
我
々
の

党
嬬
設
と
綱領
へ

の
接
近
と
の闘
始

に
あ
っ
て
一貫
し

落
在
し
て
いる

の
で
あ
る
。過
去

我
々
を
規
定し
て

お
唆
現
在
も
ま

た
規
定
レ
支
ξ

し
て
いる
+壌
に

対
し
て
我
は々
立

向
か
っ
些
そ
れ

は
「
土着
」で
は

な
く
、
いわ
ん
や

「土俗
」な
ど
で

は彊

っ
些
民

明治以降生 きている「生産力思想」
労耀渚自己権力の形態へ接近する細織路線には至つでいない
ドー 高 見 沢 洋 一

族
国
家
形成
と
い
う
目
然
梱
は
十

八
世
紀
のも
ので
あ
り
、
現
代
帝

国
主
義
の
嚢

界
交
通

 は
、
「自
力
璽
生
」
を
許
さ
な
い

のだ
と
いう
認
餓
が
、
貸
本
主
義

の子
たる
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

な
思
葱
ノで
あ
る
か
ら
で
あり
、

(「支
配
的
な
思
想
は
い
っも
支

配
壷
昭
級
の
思
想
で
あ
る
・革
甜

的
思
想
の
存
在
は
す
で
に
ある
革

命
的
な
大
衆
の
形
成
を
前
提
とす

る
。
」
ソ
そ
し
て
、
こ
の
「生産

力
思
想
」
を
さ
さ
え
て
い
るも
の

が
、
日
本
に
お
け
る
国
際
的な
孤

立
1
と
ぼ
し
い
資
源
と
、
匪
史
的

富
の蓄
秘
の
浅
さ
と
、
資
本
主
親

と
し
て
の
海
外
市
場
の
欠
陥
1
で

あ
る
が
ら
で
あ
る
。
日
本
の
あ
ら

ゆ
る
既
成
政
覚
は
こ
の
問
題
に
直

面
した
と
き
、
睡
服
す
る
か
(
「
'

現
笑
主
義
」
「物
神
主
義
」
「ラ

デ
ィ
カリ
ズ
ム
」
に
屈
折
す
るか

し
かレ
なか
った
。
「経
済
の
自

主的
民
主
的
発
展
」
な
ど
と
い
う

ス
ロ
ーガ
ン
が
、
革
新
政
党
と称

す
る目
本
共
慮
覚
の
細
領
に
あ
ら

わ
れる
のは
、
静
的
な
情
勢
分
析

の誤
りに
よ
る
の
で
は
な
く
、
最

小
瞑
綱
領
の絶
対
化
に
よ
る
の
で

も
な
い。
そ
れ
は
日
本
国
家
の
統

治
原
理
たる
、日
本
の
「弧
立

感
」
「危
機
醸
」
「不
安
感
」
の

感
情
を
脱
皮
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
「弧
立
」を
脱
皮
し
よ
う
と

し
て
富
国
強兵
↓
「生
産
力
思

想
」
の枠
に
と
り

こ萎
恥る
こ
と
に

よ
る
の
であ
る
。

依
拠す
る
層
か
ら

見
た
零

「意
'

識
的
には
小
経
営

者
であ
り
、
実
体

的
には
プ
ロレ
タ

リ
ア
ー
ト
で
あ

る
」
階
口
、
現

在
、
国内
の
金
融

寡
頭
政
治
の確
立

へ
の過
婆
朋に
あ

っ
て
、盆
肝麗

蓼

せら
れ
てい

る
階
層
(中
雀

民
層
、
中
小
企

葉
、
中
告
人
陪

層
)
に
幽盤
を
持

つ
も
の
「ナ
ロ
藍

ド
ニ
キ
主義
」
で

あ
る
。
我
々
暑

は

「世
窪

」
であ

り
、
、
最
も現
更

的
な
労
働者
階
級

の
「生
活利
害
」

に
依
拠す
る
と
い

う
こ
と
であ
る
。

あ
ら
ゆ
る間
翠
よ

り
以
前
に自
己
の

解
放
を
先決
の間

題
と
し
て
慧識
せ
ざ
る
を得
な
い

状
況
に
お
か
れ
はじ
め
てお
り
、

ま
た
自
己
の
解
放
こ
そ
が他
の
社

会
聾
囲陶
の
聞
題
を解
決
す
る
と

こ
ろ
の
、
プ
ロ
レ
タリ
アー
ト
の

独
目
性
が
そ
こ
に存
在
す
る
。
そ

「世
界
性
」に
依
拠
し
て
い
た
か
亀の
「階
級
と
し
て
の衰
現
」
で
あ

ら
であ
る
。

「人
類
と
個
入
と
が
統
一的
に

表
現
さ
れ
た
階
級
は
こ
の
様
に
、

社
会
主
競
的
民
族
園
家
と
、
後
進

国
的
民
族
国
家
と
、
資
本
主
麟
的

民
族
国
家
と
の
枠
の
中
で
、
自
邑

を
ど
の様
に
裂
現
し
、
主
張
す
れ

ば
よ
いの
か
」
「
一方
で
絶
対
化

さ
れ
て
いく
民
族
国
家
と
、
他

方
、破
壊
さ
れ
つつ
あ
る
民
族
国

家
(E
E
σ
・爾
北
問
題
、
コ
メ

コン
)
」
「ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の

指
導
の
譲
り
は
・良
族
そ
れ
自
体

と
し
て
か
、
又
は
民
族
の
枠
の
中

で
、
国
民
又
は
人
民
と
し
て
レ
か

盆忍
署
階
級
を
)
描
か
な
いご

と
に
帰
結
す
る
.
」
日
本
の
民
族

的
な
孤
立
感
と
生
雇
力
思
想
と
い

う
閥
題
を
抽
出
し
た
の
は
、
「生

産
力
思
想
」
が
明
治
以
降
一貫
し

て
無
傷
の
ま
ま
生
き
な
が
う
乳え

い
る
と
こ
ろ
の
、
日
本
の支
配
的

り
、
規
律
性
と
組
織
性
の衰
現
で

あ
る
と
こ
ろ
の
、革
命覚
の独
自

性
が
そ
こ
に
存
在
する
。

こ
の
論
文
集
は
い
ま
だ具
体
的

な
労
働
者
自
己
櫃
力
の
形
態
へ接

近
す
る
組
織
路
線
に
至
っ
ては
い

な
い
。
そ
れ
は
今
後
の歴
史
に
か

か
わ
る
我
々
の
経
験
が
明ら
か
に

す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が我
々
の現

代
世
界
父
を
見
る
尺度
(
「民
族

国
家
の
崩
壊
過
程
」
がど
のよ
う

な
か
た
ち
と
テ
ン
ポと
で
進
ん
で

い
る
の
か
)
は
明
ら
かに
な
って

お
り
、
ま
た
「日
不
の支
配
者
階

級
た
る
ブ
ル
ジ
冒
アジ
ーと
そ
の

政
治
委
員
会
で粥
る
日民
覚
を
頂

点
と
す
る
す
べ
て
の
(左
翼
政
党

は
も
と
よ
り
)
潮
流を
た
だ
}つ

の
潮
流
と
し
て総
省的
に
批
判
す

る
」
視
点は
明
ら
かに
な
って
い

る
と
考
え
る。(圃
憲
社
学
生
新
閣

出
諏
局
出版
)(文
学
部
四
回
生
)

戦
後
世
界
の
構
造
の
把
握

〈ヤ
ル
タ
体
制
の
ト
壊
と

国
際
階
級
斗
争
〉

現
在
の世
界
情
勢
の特
徴
は
、
戦
後

世
界
政治
の基
軸
を
な
し
た
「ヤ
ル
タ

体
制
」を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
し
て
あ

る
後
進
国、
中
国
、
E
E
C
、
日
本
等

々
の要
素
の中
で
、
ヘゲ
モ
ニー
を
と

っ
て
いる
EE
G、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

と
の民
族
国
家
と
し
て
の対
立
と
、
後

進
国
でも
、
アメ
リ
カ
、
E
E
C
、
日

本
と
の
績合
に
方
向
性
を
見
い
出
し
て

い
な
いと
こ
ろ
、即
ち
後
進
国
の
武
横

闘
争
であ
る
。
我

は々
、
ア
メ
リ
カ
と

対
立
し
つ
つ登
場
し
て
いる
E
E
C
、

日
本
の
性格
を明
ら
かに
し
、
そ
こ
で

の
、
と
りわ
け
日本
での
贈
級
闘
争

ノ

と
、
世昇
軍
衡
の中
で童
天
な
意
味
を

持
つ
後
進
甲
合
病の
武
装
闘
争
ζの
関

係
を
こ
こ
では
明ら
かに
しな
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

・
戦
後
の
世
界は
、
先
ず

「冷
戦
栂

造
」
と
い
わ
れ
る
政治
と
し
て
、即
ち

米
、
ソ
の
大
国
の
対立
の中
で
の
国
家

間
の
請
協
足
と
し
て
、
即
ち
、国
遅
、

F
、
N
A
T
O
、簿
々
、総
じ
て

隔

ル
タ
体
制
」
と
し
て
あ
っ
たの
で

あ
る
。
だ
が
、
世
界
経
済
の矛
盾
は
、

そ
の
よ
う
な
瀦
国
家
問
の
協
定
そ
のも

の
を
打
ち
破
ら
ず
に
は
お
かな
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
植
民
地
後
進
国の
独
立

闘
争
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ーシ
ャ

ル
プ
ラ
ン
な
ど
に
よ
る
仏
、
独、
日
本

の生
産
力
発
展
で
あ
っ
た
。
こ
の要
素

の還
吻
は
「ヤ
ル
タ
体
制
」
打
破
の租

の々
方
向
の
基
本
方
向
を
持
っ
た最
も

鴛
要
な
要
葉
で
あ
る
。
後
進
国人
民
の

独
立
闘
争
は
、
第
二
次
帝
国
主編
戦
争

～
内
乱
の
過
程
で
三
つ
の
コ
ー
スに
分

化
す
る
。
第
一は
、
反
帝
闘箏
を遂
行

し
た
国
(中
国
、
北
ベ
ト
ナ
ム、
北
朝

鮮
)
第
二
は
、
反
帝
蘭
争
に
おけ
る
労

働
者
階
級
の
ヘゲ
モ
ニ
;
が
、
民族
ブ

ル
ジ
ョア
ジ
ー
の
そ
れ
と
未
分
化な
ま

ま
に
(あ
る
い
は
労
働
省
階
級
の指
導

部
の
誤
り
に
よ
って
)
闘
争
が
後者
に

収
約
さ
れ
、
不
徹
底
で
中
聞
的
な
形
で

収
束
し
た
国
(イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネシ

ア
、
ア
ラ
ブ
連
合
)
第
三
は
、
戦
後反

帝
闘
争
に
お
い
て渓
定
的
に
敗
北し
為

粉
砕
さ
れ
た
国
(南
ベ
ト
ナ
ム
、ラ
オ

ス
)
で
あ
る
。
米
資
本
主
義
の
世界
市

場
支
配
闘
資
本
輸
出
の
体
制
は
、資
本

輸
出
を
媒
介
す
べ
き
国
際
金
融
体制
と

し
て
工
M
F
を
完
成
す
る
が
、
これ

は
、
西
欧
、
日
本
の
資
本
主
義
復活
を

可
能
と
し
、
49
年
ノ
引
下
げ
ー
50年
朝

鮮
戦
争
ー
米
の
ノ
防
衛
と
西
欧通
貨
の

交
換
性
同禰
下
E
E
G
結
成
、
日本
資

本
主
義
の
朝
鮮
戦
争
特
需
-
設
備
投資

に
よ
る
高
度
成
長
と
金
融
募
頭
性
の確

立
へ
と
進
み
、
今
や
ア
メ
リ
カ
とフ
ラ

ン
ス
の
国
家
間
対
立
を
頂
点
に
し
て
、

E
E
C
日
本
の
存
仕
は
、
N
A
T
O再

編
、
安
保
問
題
に
あ
ら
り
れ
て
いる
よ

う
に
「ヤ
ル
タ
体
制
」
打破
の
ヘゲ
モ

ニー
は
、
E
E
C
、
日
本
に
あ
る
。

さ
て
、
三
つ
に
分
化
し
た
後
進
国人

民
の
万向
と
E
E
C
、
日
本
、
そ
し
て

「ヤ
ル
タ
体
制
」
の
関
係
は
ど
う
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
第
}の
コ
ー
ス

を
進
ん
だ
部
分
は
、
工
桀
国
労
働
者
階

級
の
闘
争
ζの
結
合
が
達
成
さ
れ
な
か

った
が
改
に
、
経
済
建
設
の
困
難
性
の

中
で
の
一国
的
規
梗
で
の
民
⇒葦
翻
的

課
題
の
解
決
(上
地
改
単
)
に
の
み
労

働
首
、
革
命
的
農
民
の
役
割
が
あ
た
え

ら
れ
世
界
則
視
点
の
欠
落
故
に
、
それ

以
後
苦
蒲
に
み
ち
た
歪
繭
さ
れ
た
道
を

警

。
第
二
の
コ
ー
ス
は
、
イ
ンド
の

よ
う
に
民
族
ブ
ル
ジ
コ
ア
ジ
;が
第
二

次
大
戦
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
↓
共産
覚
の

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
軌
一戦
線
軒
反英
斗
放

.棄
の
中
で
、
労
働
壱
、
農
民
を
収
約

同
時
に
ヤ
ル
タ
体
制
打
破
を
狙
う
者
は
誰
か

し
、
独
立
し
「中
立
主
義
」
の下
で
、

米
ソ
の
「援
助
競
疋
」
で
非
同盟
主
義

か
ら
転
換
し
米
帝
と
の
政
治
的
軍
事的

結
合
へ
と
進
ん
爾

又
、
イ
ンド
ネ

シ
ア
の
よ
う
に
、
「中
立
主
羨
」
と
い

う
、
国
家
資
本
主
鶉
の
自
然
成
長的
な

社
会
主
麟
へ
の
転
化
の
幻
想
↓
ク
ーデ

タ
ー
に
よ
る
米
帝
そ
し
て
日
帝と
の結

合
の
も
と
に
発
展
の
方
向
を
見
い
だ
そ

う
と
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
よ
う
に
、米

帝
と
で
は
な
く
仏
帝
と
の績
合
のも
と

に
発
畏
の
方
向
を
見
い
出
すと
い
う
ふ

う
に
、
中
立
↓
米
、
中
▽T
E
E
C
。

日
本
と
の
結
合
の
二
つ
の
コ
ー
スを
と

り
つ
つ
も
、
い
え
る
ζ
と
は
、
帝国
主

義
と
の
結
合
で
ある
。
か
く
し
て
「ヤ

ル
タ
体
制
打
破
」
の
ヘゲ
モ
ニ
ーは
、

す
ぐ
な
く
と
も
こ
の
二
つ
に
はな
く、

第
三
の
コ
ー
ス
の
ヴ
ェ
トナ
ムを
中心

と
し
た
武
装
闘
争
が
、
極
め
て
大
きな

意
味
を
持
っ
て
登
場
し
て
来
る
.
われ

わ
れ
は
こ
の
武
装
闘
争
が
E
E
C
、
日

本
労
働
省
階
級
と
い
か
な
る
関
係
を
持

って
い
る
か
を
見
な
け
れ
ぱ
な
らな

藏
趨
講

↓
金
本
位
制
復
活
宣
答
に
よ
る
米
帝
と

の
対
決
↓
中
国
承
認
、
N
A
T
Q
脱

退
、
ド
ゴ
ー
ル
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
門
等

を
行
い
米
仏
民
族
国
家
間
対
立
は
激
し

く
な
って
い
る
。
西
独
で
も
、
エ
ア
ハ

ル
上
目由
経
済
に
対
し
て
金
融
資
本
に

よ
る
計
回
経
済
と
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ

ェコ
等
への
資
本
輸
出
を
行
っ
て
お

り
、
日
本
も
よ
う
や
く
資
本
輸
出
を
す

る
帝
国
主
義
と
し
て
、
「ヤ
ル
タ
体

制
」
に
形
式
的
に
は
協
力
し
っ
っ
も
、

冥
体
と
し
て
破
る
と
い
う
米
↑
↓
E
E

G
、
日
本
の
民
族
国
家
聞
の
対
立
は
、

領
土
の
併
合
を
含
む
分
割
戦
の
一歩
手

前
と
も
いう
べ
き
帝
国
主
競
の
段
階
に

来
て
お
り
、
「ヤ
ル
タ
体
制
打
破
」
の

ヘゲ
モ
ニー
は
こ
こ
に
存
在
し
て
い

る
.
この
こ
と
は
、
民
族
国
家
聞
の
資

本
主
義
の
矛
麿
が
よ
り
激
化
し
て
い
る

こと
を
意
味
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル

危
機
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
危

機
、
ま
た
は
高
金
利
へ
の
移
行
、
円
シ

フ
ト
簿
々
の
金
融
を
め
ぐ
る
危
機
と
各

国
の
国
家
独
占
資
本
主
義
政
策
の
下
で

の労
働
番
階
級
の
抑
圧
は
、
ア
メ
リ
カ

の
交
通
、
航
空
ス
ト
、
イ
ギ
リ
ス
の交

通
、
海
運
ス
ト
、
日
本
の
四
・二
六
ス

ト
、
等
々
と
先
蓮
圏
労
働
者
階
級
の
闘

争
を
必
然
化
し
て
お
り
、
民
族
間
題
と

排
外
主
羨
、
物
価
と
壷
金
、
階
級
分

振

簿

霧

三

勢

な
間
馨

提

起
し
てお
り
、
これ
と
後
進
国
武
盛
闘

争
と
の結
合
の問
題
は
、
極
め
て
量
要

であ
る
。
こ
の問
題
は
「日
本
の階
級

闘
争
とそ
の問
題
点
」の
と
こ
ろ
で
述

べる
と
し
て、
そ
の
前
に
、
国
際
共
産

主
繍
蕩動
を
少
し
見
てお
こ
う
。

戦
後
世
界
は
、
ヨー
ロ
ノパ
、
日
本

にお
け
る
戦
後
革
命
の敗
北
の
上
に
形

一成
さ
れ
、
ソ
遮
スタ
ー
リ
ン
主
義
冨
僚

は
、
そ
の下
で
、
}切
を
体
制
間
矛
盾

に解
消
し
、
軍
事
的
対
抗
と
市
場
狭
隣

化
によ
る
帝
国
主
義
臼
助
崩
壊
諭
に
立

「脚
し
た民
族
解
放
闘
争
を
提
起
し
・
ヨ

ー
ロ
ソバ
資
本
主
義
(E
E
G
)
の
発

展
の
前に
破
産
し
、
乎
和
共
篠
論
線
と

し
て現
在
に
いた
って
い
る
。
ソ
連
i

一伊
共
産
覚
は
、
資
本
主
義
仕
会
の
労
働

者
階
級
は
自
己
脅
図
独
占
人
民
と
し

て
、
す
な
わ
ち
階
級
と
し
て
で
は
な

く
、
国
民
、
人
民
一般
と
し
て
賀
崩
す

べき
で
あ
る
と
主
彊
し
、
社
会
主
義
社

会
の
生
産
力
の
増
人は
、
個
人
と
人
類

を
し
て
、
賢
本
キ
義
社
会
よ
り
も
社
会

主
義
祉
会
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て
選

ぷ
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
「生
産
力
思

゜

「ヤ
ル
ム

齋
舞
緊
馨
腰塾

想
」
「よ
って
、
築
際
に
は
、
申
ソ
諭

争
、
イ
ン
ド
政
策
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
等

々
「民
族
社
会
主
義
」
の
反
動
を
ま
ね

き
つ
つ、
後
進
園
が
帯
国
主
義
の
「生

産
力
に
と
結
合
ず
る
の
を
左
か
ら
支
え

る
と
いう
犯
罪
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ

て、
中
国
共
産
覚
は
、
後
進
国
革
命
の

第
一
コー
ス
を
進
み
、
そ
の
結
果
は
、

対
外
政
策
の
弱
さ
と
し
て
、
中
聞
地
帯

論
の破
産
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
現
わ
れ

「ヤ
ル
タ
体
制
」
打
破
に
対
す
る
米
帝

のま
き
か
え
し
、
即
ち
、
圧
倒
的
箪
夢

力
のベ
ト
ナ
ム
への
投
入
に
対
す
る
危

機
感
で
、
第
二
の
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
戦

争に
対
す
る
と
共
に
、
国
内
経
済
で
は

「民
族
民
主
統
一戦
線
」
に
よ
っ
て
生

じ
た
民
族
ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ー
の
発
展
と

食
糧
危
機
と
い
う
矛
膚
一掃
の
た
め

に
、
お
いつ
め
ら
れ
て
、
「紅
衛
兵
遷

動
」
「文
化
大
革
命
」
を
や
る
と
い
う

形で
、
「ヤ
ル
タ
体
制
」
11
戦
後
世
界

体
制
打破
の
ヘゲ
モ
ニ
ー
た
り
欝
て
い

な
い.
〈
日
本
の
階
級
闘
争
と
そ

の
聞
題
点
〉

わ
けヴ
ェ
トナ
ム武
硬闘
争
が
、
日
本

階
級
闘
争
の
中枢
にま
で内
在
化
し
始

め
た
のは
、63
年
の原
潜
闘
争
以
釆
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム反
戦
、日
鯨
闘
争
、
等
々

で
あ
っ
た
.
我

は々
こ
の結
合
関
係

を
は
っ
きり
と
つ
かむ
必
嬰
が
あ
る
.

日
本
の
帝
国
主
義
が今
、
いか
な
る
股

階
に
あ
る
か
を
見
て
みよ
う
。
そ
れ
は

資
本
輪
出
が
行
なえ
る
帝
国
主
義
で
あ

る
。
国
際
収
支
は
、貿
易
収支
が照
字

で
資
本
収
支
が
赤
字
であ
る
が、
この

よ
う
な
パ
タ
ー
ン
こ
そ
それ
を
示
す
も

の
で
あ
る
.
資
本輸
出
を
行
な
いう
る

に
は
、
そ
れ
相
応
な
力量
を
持
っ
てい

る
こ
と
を
も
の
語
っ
て
いる
。
即
ち
、

高
度
成
畏下
に設
備
投
資
を
も
っ
て登

場
し
た
独
占
が
、景
蝿
循
環
、
資
本
循

環
を
終
え
た
段
階で
、大
企
粟
の
集
中

合
併
と申
小
零
細
企
菓
の積
極
的
整
理

(倒
産
)
を行
な
い、
旧
財
閥
系
の
整

理
と
い
う
銀行
資
為
に
ょ
る
産
菓
資
本

の
吸収
によ
る
金
融
寡
頭
制
、
ま
た
鉄

鋼
、自
助
息
な
ど
産
策
資
本
が
銀
行
資

本
を動
かす
こ
と
に
よ
る
新
し
い金
融

系
列な
ど
を
形
成
し
、
そ
れ
に
よ
って

資
本輸
出
を
可
能
とし
て
いる
。
世
界

諸
列
強
と
の熾
烈
な
闘
いで
あ
る
。
こ

こ
に
民
族
国家
間
の対
立
の
慧
味
が
あ

り
、
国
家
を
成
立せ
しめ
る
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
根
元
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
階

級
支
配
統
治
形
糠
に
も
当
然
、
大
き
な

転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
五
〇
年

代
の
階
級
支
配
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
同
盟
の下

・(食
管
制
な
ご
)
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

を
合
法
議
会
主
義
の
下
に
政
治
的
に収

約
し
、
経
済
的
に
は
合薗
級
を
ブ
ルジ

ョ
ア
ジ
ー
の
「国
民
経
済
」
の
下
に収

約
し
た
。
だ
が
、
旦
傘
資
本
よ義
は
「

国
民
経
済
」
と
し
て
の
軌
一性
を
破
壌

す
る
ζ
と
な
く
し
て
は
発
展
す
る
こ
と

}が
で
さ
ず
・
「国
際
競
争
戦
」
に鷺

穰

来
箋

て
い
る
の
が現
極

面
の
特
徴
で
あ
る
。
「国民
経済
」と

し
て
の
軌
一性
の
破
乗
(中
小企
菓剥

産
、
農
民
の
没
落
に
よ
る
産
巣
予備
軍

す
る
こと
が出
来
る
。
第
一次
産
業
で

は
、
人
口と
所
得が
共
に
減
少
し
、
第

三
次
産
粟は
人
口は
増
乳所
得
は
減
少

し
、
第
二次
産
業
は
人
口
、
所
得
と
も

増
加
し
て
いる
。
この
よ
う
な
分
化
の

中
で
、次
のよ
う
な
階
層
が
糎
成
さ
れ

て
い
る
。大
企
葉
若
年
技
術
者
層
、
高

年
令
口
、
単
純技
術
者
層
、
社
外
工
、

臨
時
工
、小
ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ー
、
ル
ン

ペ
ン
。
プ
ロレ
タ
リ
ア
ー
ト
、
等
々
で

ある
。小
ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ー
、
ル
ン
ペ

ン
・
プ
ロレ
タ
⊃
ア
ー
k
の
部
分
は
切

り
捨
てら
れ
て
いる
か
ら
、
倒
魔
に
よ

っ
て
没
落し
、大
企
葉
に
吸
収
さ
れ
る

か
、
そ
う
でな
いも
の
は
産
葉
予
備
思

と
し
て
都市
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
部
分

に
対
し
て
こそ
、ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ー
の

包
括
力
がな
くな
り
つつ
あ
り
、
申
小

企
粟カ
ルテ
ル
の破
壌
、
鱒

と々
し
て

極醤
す
れば
積
極
的
に
た
た
き
出
し
て

いる
。
こ
この
那
分
は
独
自
の
力
で
危

機
を
解
決
す
る
道
を
も
た
ず
、
そ
れ
自

身
の運
動
は
プ
ア
シ
ズ
ム
を
生
み
出
す

可
能
性
の
あ
る
と
ζ
ろ
で
あ
る
。
高
年

令
層
～
臨
時
工
ま
で
は
、
産
策
予
備
軍

の
存
在
の
下
で
不
断
に
「首
切
り
」
の

危
機
に
面
し
て
い
る
都
分
で
ある
。
着

年
技
術
者
層
は
、
I
M
F
・J
C
、構

造
改
革
的
主
義
を
持
っ
て
童
場す
る
部

分
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
力
の増
大
を

計
圃
経
屠
と
し
て
主
張
す
る
部
分
であ

る
。
ブ
ル
ジ
ョ
アジ
ー
と
同
一で
あ

る
。
ま
さ
に
今
時は
ブ
ルジ
ョア
ジ
ー

と
、
帝
国
主
義
的労
働
運
助
の
部
隊
と

の
岡
盟
の下
に
、小
プ
ル
を
切
り
捨
て

よ
う
と
い
う
の
であ
る
.
ま
さ
に
こ
の

統
治
形
態
の転
換
こそ
小選
挙
区
制
で

あ
る
.
物
価間
題
と
貸
盒
圓題
を
め
ぐ

る
問
題
に
おけ
る
ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ーの

対
応
は
、小
ブ
ル
に対
し
て
は
、
労
働

鰭
聴
羅
繍
騨
楚

ζ
と
に
敵
対
させ
る
と
いう
形
態
を
取

っ
て
い
る
.

さ
て
、
以
上
日
帝
の力
量
と
国
内
階

級
統
治
に
っ
い
て述
へ
たわ
け
だ
が
、

こ
れ
が
国際
敢
治
の中
で
あ
ら
わ
れ
る

ダ
イ
アミ
ズ
ム
には
握
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
、わ
れ
わ
れ
の
任
務
を
そ
こ
か
ら

導
く
こと
が
で
き
る
。

日本
帝
国
主
覇
は
、
日
斡
条
約
の
強

行
批
准
以後
粟
南
ア
ジ
ア
の
急
速
な
資

本
輸
出
を
行
い
っっ
、
自
己
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
追
求
し
て
い

る
。
今
年
の東
爾
ア
ジ
ア
開
発
閣
僚
会

議
、
ア
ジ
ア
、
大
平
洋
閣
擬
会
議
、
日

韓
経
済
圏
僚
懇
談
会
等
々
「ア
ジ
ア
外

交
」
は
極
め
て
積
樫
的
で
あ
る
。
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
戦
箏
の
中
で
も
死
の
商
人
と
し

て
活
齪
し
て
い
る
.
こ
れ
ら
の
活
吻は

当
然
、
製
強
と
の
民
族
国
家
聞
の
対
立

を
激
芝

し
て
い
る
.
「ヤ
ル
タ
体制

」
寿
崩
綴
さ
せ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
取
っ

て
い
る
E
E
O
、
日
本
の中
でも
、
フ

ラ
ン
ス
は
既
に
、
I
M
F
と
の
対決
"

金
選
好
以
来
急
速
に
米
帝
と
対
決
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
聞
U
た
ド
ゴ
ー
ル
の

発
言
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
.
目
本
も

初
め
て
金
地
金
の
買
入
れ
を
行
う
こ
と

を
決
め
た
。
か
く
し
ご
甦
笑
国
家
聞
対
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立は
全図
的
に民
族
問
題を
提
起
し
て

いる
.
そ
れ
故
に
、日
本
に
お
い
て

は
、
第
三
次
防衛
計
画
、
国
防
省
設

置
、
防
衛
諭
争
簿
が
今
、大
き
な
問
題

と
し
て登
場
し
「企
粟防
衛
」
「自
主

防衛
」
の
収
約
過
程
が
、米
原
渚
、
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
と
「中
国
の
核

脅威
」
を
利
用
し
つ
つ
行わ
れ
て
い

る.
そし
て
、
こ
の
中
へ帝
国
主
羨
労

働雌
勤
の指
導
都
、
民
紘
、社
会
党
江

講 聯 勝薦 騰

一騨本学生運動の課題雀

灘鍵難糞麟
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ぱ

、
鱗

裏
ら撃

「安
保
闘
争
」
の
最
終
局
面
に
お
い
て

掃
護
」
「議
会
制
民
主
主
義
擁
獲
」
「国
会
正
常化
」と

い
った
要
求
を
か
か
げ
て
登
場
し
た
「市
民
主
覇
」還
動

に
立
脚
し
つ
つ
も
、
そ
れ
自
身
の
批
判
を
最も
徹
底化
し

「戦
後
民
主
主
義
」
の
最
も
科
学
的
即
ち
階
級
的
本
質を

明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
、
「戦
後
民
主
主
義
」
の死
滅
と

某
に
自
己
を
も
分
解
さ
せ
て
い
っ
た
「安
保
全
学連
」
以

来
の
日
本
学
生
運
動
の
課
題
は
、
何
で
あ
る
の
か
。
そ
の

最
も
量
要
な
も
の
は
お
そ
ら
く
は
、
「民
族
」
の
問題
で

あ
ろ
う
。
二
つ
の
世
界
大
戦
は
、
人
類
と
個
人
、人
類
と

民
族
国
家
、
階
級
と
人
類
の
問
題
を
現
笑
に
解
決
レ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
提
起
し
て
来
た
.
だ
が
、民

族
国
家
、
あ
る
い
は
階
級
が
何
ら
か
の
解
決
の
道
を
、人

類
と
個
人
に
与
え
は
し
な
か
っ
た
。
多
数
の
民
族
国
家群

の発
生
と
、
植
民
地
後
進
国
が
、
帝
国
主
覇
の
鎖
を
たち

き
り
、
民
族
独
立
運
動
を
は
じ
め
た
。
社
会
主
義
的民
族

国
家
と
後
進
国
に
お
け
る
新
し
く
誕
生
し
つ
つ
あ
る
民
族

国
家
と
の
谷
間
で
、
資
本
主
覇
開
国
に
お
け
る
労
働
者
階

級
は
、
階
級
と
し
て
自
己
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
へ
き
か

と
いう
問
題
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
中
心
的
問
題
と
し

て提
起
さ
れ
て
い
る
。
日
本
学
生
還
動
は
今
や
こ
の
問
題

と
全
面
的
に
取
り
組
み
、
解
決
を
与
え
る
べ
く
、
全面
的

に
行
動
を
開
始
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
だ
る
つ
.
秋
の
闘

争
を前
に
し
て
、
以
下
問
題
点
へ
の
接
近
を
行
っ
て
み
よ

う
.

上

野

勝

輝

噂

反
帝
全
学
連
の
意
義
と
は

〈反
帝
全
学
連
再
建
と
反

戦
青
年
委
員
会
〉

以上
二節
で
述
へた
ζ
と
が
、
論
理

的
にす
っき
り
し
て
い
な
な
い
で
、
こ

こ
で問
題
点
を
ま
と
め
る
と
、
「ヤ
ル

タ
体
制
」
打
破
の
後
進
国
武
装
闘
争

コ

と
、
日
本
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
申

で
、
「防
衛
問
題
」
「物
価
・貧
金
問

題
」な
ど
に
対
し
て
、
日
本
の
階
級
分

一化
の中
で
、
学
生
と
い
う
小
ブ
ル
層

が、
い
か
な
る
任
務
を
果
さ
職
ば
な
ら

な
い
のか
?
と
い
う
間
題
点
を
と
に
か

く
堤
起
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
途

中
で解
答
を
抜
き
に
書
い
て
来
た
の

で、
そ
れ
に
答
え
つ
つ
本
論
を
進
め
よ

う
。小
ブ
ル
・ル
ン
ペ
ン
・プ
ロ
レ
タ
リ

一と
矢
東
者
の
増
囚
等
)は
持
株
利
署
と

弦
曇

馨
も
。
た
罠
襲

、

諸
階
級
の
分
化
を
も
罵ら
し
た
。
支
配

　者
階
絃
の
国
家
就治
能
力
の包
酒
性
の

危
磯
で
あ
る
。ど
の階
級
、階
層
が、

ど
の
よ
う
な
主
張
を
も
っ
て、
ど
の
よ

撚
醗難
鎌
剛唖

既
成
諸
党
と
の
思
想
闘
争
と
学
生
独
自
の

薪
継
舗
認
器
諦

2
の
所
で
述
へた
。
こ
の
状
況
を
、
学

生
遼
勤
の
点
で
見
て
み
よ
う
.
た
と
え

[は
、
ヴ
ェト
ナ
ム
反
戦
闘
蜻
で
決
窟
的

阻
止
の
戦
術
は
、
武
器
製
造「
輪
、鍾

否
で
あ
る
。
50
年
代
型
字
生
遮
莇
は
、

こ
の
戦
術
追
求
の
た
あ
に
一Z
アイ
カ
ル

な
闘
い
を
行
な
い
、
そ
れ
が
労
働
雪を

左
傾
化
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

田
派
噂
々
は
巻
き
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
.

物
価
間
口
に
お
い
て
も
、
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
と
の
徹
底
的
な

理
諭
闘
争
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
.
既

に
国
際
的
話
調
を
な
す
ベ
ト
ナ
ム
武
装

闘
争
と
そ
の
上
で
の
安
保
論
争
、
こ
こ

に
お
い
て
果
す
べ
き
学
生
の
役
割
は
極

め
て
翼
要
で
あ
る
.
五
〇
年
代
階
級支

配
様
式
の
中
で
は
、
学
生ほ
永
続
革
命

一論
の
徒
と
し
て
ジ
ャ
コ
バ
ニ
ズ
ム
と
し

て
登
場
し
た
の
で
あ
る
が
、
階
級
支
配

統
治
形
態
の
転
換
極
面
の
中
で
、
労
働

者
階
級
の
ヘゲ
モ
ニ
ー
の
中
で
レ
か
有

鯉
雛
霧
簾
護
璽

の
閲
題
が
発
展
さ
せ
ら
れ
る
中
で
、
そ

の
役
馴
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
.

役
割
の
追
求
の
中
で
長
期
的
展
望
を
持
つ

が
、
これ
は
街
頭
機
動
戦
の
時
に
の
み

有
効
で
あ
っ
た。
だ
が
、
工
場
を
学
生

が
包
囲
し
て
、労
働
省
に
、
武
器
製
遣

拒
否
、
輸
送
拒否
を
行
な
え
と
強
制
し

生
運
助
に
と
っ
て阿
が
必
要
か
。
労
働

養
階
級
と
の
銃
}戦線
で
あ
る
。
し
か

し
、
労
働
者
階
級
着
年技
術
者
層
は
、

ヴ
ェト
ナ
ム
戦
争
では
、
矛
盾
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
大国
間
の協
足
に
ょ
っ

て
危
機
を
解
決
(ーーヅ
ェト
ナ
ム
人
民

の
武
狡
闘
争
を
解
除
さ
せ
る
こ
と
を

「ア
ジ
ア
の
斑
任あ
る
国
」
と
し
て
日

本
は
や
ら
ね
ば
な
らな
いと
主
張
し
、

民
鉄
自
決
を
ふ
み
にじ
る
排
外
」
義
で

あ
る
)
さ
せ
よ
う
と
し
、物
価
同
題
で

も
、
労
働
有
の
輿
金
を上
げ
る
こ
と
に

よ
って
消
費
能
力
を増
せ
ば
不
況
が
乗

り
切
れ
る
(11
企
集防
衛
主
義
)
と
い

う
形
で
、
実
際
には
ほ
って
お
け
ば
フ

ァシ
ズ
ム
へ
も
行
く
可能
性
のあ
る
小

ブ
ル
を
労
働
省
階
級
とし
て
、
そ
の
も

と
に
集
約
す
る
万
向
を
有
し
て
い
な

い
。
我
々
学
生
小
ブ
ルは
、
この
階
膚

の
指
導
部
ー1
江
田
派
理
論と
対
決
し
、

「筥
切
り
」
の
危
橿
にあ
る
薦
年
齢
麟

の
部
分
と
の
統
[戦
線
と
、同
時
に
、

労
働
者
臓
級
内
部
の
戦
闘的
部
隊
と
し

て
日
餌
闘
争
の
中
で
形成
さ
れ
た反
戦

齎
年
委員
会
と
の
軌
一戦
線
を
作
り
、

一こ
の
ζ
と
の
発
展
に
よ
っ
て掌
生
小
ブ

ル
の
危
機
は
解
決
さ
れ
ねば
な
ら
な

い
。
反
帝
愈
字
連
の
再
建
は
そ
の
よ
.つ

[な
も
の
を
追
求
す
る
の
と
し
てな
さ
れ

ね
は
な
ら
な
い
.
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
一

も
の
と
し
て
今
、
再
建
の
途
上
に
あ
る

の
で
あ
る
。
て月
十
八
日
、
全
学連
再

建
準
備
会
結
成
実
行
委
員
会
が
行
わ

れ
、
十
月
七
。八
日
全
掌
連
再
建
準
備

会
結
成
の
た
め
全
国
自
治
会
代表
者
会

議
が
行
わ
れ
る
反
階
に
ま
で
進
ん
で
い

る
。簡
単
に
掌
生
小
ブ
ル
と
菖
っ
た
け
れ

ど
も
、
岸
生
の
意
識
は
、
階
級
分
化
の

な
か
で
分
解
し
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
の
意
'

識
を
代
表
し
て
い
る
の
で
、
反
帝
全
学

連
の
問
題
も
、
そ
つ簡
単
に
は
論
じ
ら

れ
な
い
。
江
田
派
的
部
分
、
ま
た
、
小

ブ
ル
・ル
ン
・プ
ロ
部
隊
を
代
表
す
る

共
産
党
、
公
明
寛
の
部
分
と
の
思
想
闘

舶
と
、
「
員理
の操
究
」
を
行
な
う
学

生
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
独
自
の
役
割

の
追
究
の
中
で
、
反
帝
派
の
勝
利
の
中

で
、
ポ
・.ダ
ム
自
治
会
の
内
実
を
形
成

し
て
ゆ
く
中
で
の
み
、
反
帝
全
学
遮
は

可
能
な
の
で
あ
る
。
秋
の
闘
争
と
い
う

短
期
的
問
題
で
は
な
く
て
、
蜜
保
ま
で

含
め
た
長
期
的
展
望
の
下
に
、
学
生
運

助
の
課
題
と
任
務
を
述
べ
た
次
第
で
あ

る
。
(京
大
医
学
部
本
科
二
回
生
と

■
学
園
短
信
■

大

三
学
部
統
合

国横

問
題
進
展
か

て
、労
働
者
が
そ
う
す
る
か
ど
う
か
。

物
価
間題
でも
、
小
ブ
ル
の
闘
い
だ
け

では
、生
産
性
格
楚
串
イ
ン
フ
レ
イ
シ

ョン
の原
因
で
あ
る
独
占
の
春
在
の
下

で
、危
機
の
解
決
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
のよ
、つな
状
態
を
乗
り
切
る
に
は
学

三学
部
が
弘
明
寺
、
鎌
倉
、
清
水
が

丘
の各
地
に
分
散
し
て
い
る
積
国
大
で

は
校
内
大
統
合
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、

約
三十
億
に
の
ぼ
る
土
地
買
収
の
■
達

に
のり
だ
す
と
と
も
に
急
速
に
進
展
す

る
も
のと
見
ら
れ
て
い
る
.
統
A品
剛題

に
つ
いて
は
二月
宋
、
参
院
決
算
委
員

会
で中
村
文
相
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た

が
、
そ
の後
文
部
省
の
予
算
難
で
本
年

度
は
統
A呂
胴査
費
し
か
で
す
、
土
地
買

収は
四
十
二年
度
か
ら
と
さ
れ
て
い
た

が
、統
合
地
予
窟
の
ゴ
ル
フ
場
側
が
他

論
醗
舘
辮
壁

慌壁
齪
飾
嚢
竈

鶴
簾
腱
難
墾

な
った
も
の。
(横
国
大
新
聞
六
月
二
一

+五
日
号
か
ら
)

学

社
会
学
部
で
ク

関

ラ
ス
討
議
禁
止

動諺
饗
鰭
雛
難

いた
と
こ
ろ
、
同
学
部
の
学
生
主
任

が
、授
粟
の
妨
害
に
な
る
と
し
て
、
自

治
会に
対
し
謝
罪
を
曇求
し
て
き
た
。

更
に同
主
任
は
「学
部
の
教
室
内
の
掲

示は
㎡可
し
てい
な
い
」
と
通
暫
「今

後
従
来
外
書
講
読
の
剣
間
に
行
な
わ
れ

てき
たク
ラ
ス
討
議
を
禁
止
す
る
」
と

述
へ
た。
これ
に
対
し
て
自
治
会
行
動

は
「大
学
の臼
治
に
対
す
る
見
解
」
を

発表
し
、学
都
の憩
便
は
「大
学
自
冶

を
困
郡か
り崩
製
さ
せ
る
も
の
」
と
し

た
。
同大
学
に
お
け
る
自
治
会
后
勤
に

対
す
る規
制
は
、
こ
れ
が
始
め
て
で
は

な
く
、商
学
部
では
掲
示
以
外
への
ビ

ラは
、立
網
板
規
制
がこ
こ
薮
年
行
な

わ
れ
てお
り
、ま
た
「学
内
公
安
委
員

会
」
の
名
のも
と
に
学
院
全
体
を
規
制

しよ
.っ
と
の動
き
が
二年
前
に
あ
り
、

こ
れは
学
生側
のホ
イ
コ
ソト
で
立
ち

ぎ
え
に
な
っ
て
いた
。
(関
西
掌
院
班

聞
七
月
十
五
日号
か
ら
〉

●
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大
正
十
四
年
の
創
刊
以
来
四
十

余
年
「京
都
大
学
新
聞
」
は
京

大
と
と
も
に
歩
ん
で
来
ま
し

た
。
こ
の
間
歴
史
の
迂
余
曲
折

の
中
に
あ
っ
て
「
京
都
大
学
新

聞
L
は
一
貫
し
て
真
理
の
探
求
・

と
学
問
の
進
歩
、
反
戦
自
由
の

灯
を
守
り
続
け
て
来
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
に
は
全
国
の
大

学
新
聞
の
中
で
初
め
て
一
千
号

に
達
し
、
増
々
躍
進
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
目
本
の
女
化
、

政
治
、
思
想
の
諸
状
況
は
私
た

ち
の
周
囲
に
あ
っ
て
混
迷
の
ま

ま
渦
ま
い
て
お
り
ま
す
。
新
し

い
基
軸
と
、
よ
り
根
源
的
な
発

想
の
基
盤
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
が
今
目
の
状
況
で
づ
。
私
た

ち
は
そ
の
・甲
で
読
者
と
の
コ
ミ

ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
意

識
的
な
問
題
提
起
を
行
な
い
模

索
し
て
い
ま
す
。

購
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金
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一
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円
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円
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大
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社
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京
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